
                       

○IFA日本支部 2015年度～2016年度会員変動 

 

     個人会員 

（うち youngster会員） 

   法人会員    計 

2015年 2月 219名（7名） 17社 236 

2016年 2月 216名（6名） 16社※ 232 

※Davis Polk & Wardwell LLP退会 

 

○ 行事等 

 

1月  ・ 2017年度リオデジャネイロ大会 ブランチ・レポーター募集 

・セミナー（租研共催、1月 14日）「The Impact of BEPS on tax treaties」 

ウイーン経済大学 Prof. Dr. Michael Lang氏 

 

2月  ・PSC会合（於；バーゼル） 

  ・セミナー（租研共催、2月 18日） 

   「Is BEPS good policy ?」シドニー大学教授 Prof. Richard Vann氏 

   「Some Reflections on BEPS Action 2」シドニー大学教授 Prof. Graeme Cooper氏  

 

3月 ・日本支部理事会兼総会開催（3月 4日） 

    （会計報告、事業報告、規約改正、理事・監事の選任、役員の選任、最近の IFA 

会合の動向について青山 PSCから報告等） 

 

4月 ・セミナー（租研共催、4月 10日）「BEPS, Spillovers, etc. : Current issues in  

international corporate taxation」 IMF Deputy Director Michael Keen 氏 

      「Selected international taxation issues」IMF 中山 清 氏 

・Asia-Pacific regional tax conference 2015（於：シンガポール、4月 16～17日） 

     北村導人氏、荒木知氏、南繁樹氏、佐藤修二氏、Gary Thomas氏、Jonathan  

Stuart Smith氏がパネリストとして参加    

5月 ・セミナー（租研共催、5月 12日）「The Beneficial Ownership Requirement after the 

2014 Update to the OECD Commentary on Article 10,11 and 12」 

 ライデン大学教授 Kees van Raad 氏 

   ・セミナー（租研共催、5月 25日） 「EU countries facing BEPS :The Case of France」 

      弁護士、元フランス経済財政産業省アドバイザー Stéphane Austry 氏 
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 ・2017年リオデジャネイロ大会ブランチ・レポーター決定 

     Subject 1 BEPS and taking stock 高橋宏幸 会員 

          Subject 2  The Future of Transfer Pricing   松原有里 会員 

   

 ８月 ・マドリッド大会ブランチ・レポーターによる研究準備状況報告会（8月 4日） 

     Subject 1 Dispute resolution procedure in international tax matters  

                      南 繁樹 会員 

     Subject 2 The notion of tax and the elimination of international double 

taxation or double non-taxation  本田光宏 会員 

 

〔IFA年次総会・バーゼル大会（8月 30日～9月 3日）〕 

  ・PSC会合（於；バーゼル） 

 

 

12月 ・バーゼル大会報告会（12月 10日） 

     税務大学校研究部 主任教授 小川廣明氏 

        〃     教授   井上博之氏 

     筑波大学大学院ビジネス科学研究科 教授 大野雅人氏 
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